
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
に
貢
献
す
る

は
じ
め
に

棚
田
は
、
食
料
生
産
の
み
な
ら
ず
災
害
防
止
や
景
観
保
全

な
ど
多
面
的
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
山
間
地

域
に
立
地
す
る
棚
田
は
、
平
地
の
農
地
と
比
較
し
て
小
規
模

か
つ
不
整
形
で
あ
り
、水
利
施
設
や
道
路
、通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
充
分
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
荒
廃
の

危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

鹿
島
建
設
で
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
課
題
に
対
応
す
る
た

め
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
に
注
目
し
て
、
新
潟
県
十
日
町
市
の

棚
田
に
お
い
て
研
究
開
発
を
実
施
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
は
、
平
地
の
大
区
画
圃
場
で
適
用
が
進
ん
で
い
る
が
、

棚
田
地
域
へ
の
適
用
に
関
し
て
は
検
討
が
不
十
分
な
状
況
に

あ
る
。
そ
こ
で
、
建
設
分
野
で
培
わ
れ
て
き
た
安
全
性
確
保
、

省
力
化
や
精
度
向
上
な
ど
、「
鹿
島
ス
マ
ー
ト
生
産
」
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
棚
田
地
域
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技

術
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
営
農
環
境
整
備
を
試
み
て
い
る
。

二
〇
二
〇
年
度
〜
二
〇
二
一
年
度
に
は
、
農
林
水
産
省

の
「
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
画
し
、
半

自
動
運
転
の
建
機
を
利
用
し
た
圃
場
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
、
携

帯
圏
外
で
の
安
価
な
無
線
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
な
ど
、

作
業
の
軽
労
化
や
安
全
性
に
資
す
る
技
術
の
実
装
を
行
っ
た
。

本
稿
で
は
、
そ
の
実
証
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
適

用
結
果
と
今
後
の
方
向
性
を
報
告
す
る
。

L
P
W
A
を
活
用
し
た

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
安
全
対
策

⑴
携
帯
圏
外
に
お
け
る
無
線
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立

移
動
通
信
サ
ー
ビ
ス
は
、
人
口
が
少
な
い
棚
田
地
域
で
は

受
信
で
き
な
い
エ
リ
ア
が
多
い
。
棚
田
地
域
で
は
作
業
の
省

力
化
の
た
め
気
象
や
水
位
の
遠
隔
監
視
技
術
が
期
待
さ
れ
る

が
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
技
術
導
入
の
課
題
と
な
る
。
加

え
て
作
業
中
の
事
故
な
ど
緊
急
事
態
時
に
情
報
伝
達
が
行
え

な
い
と
い
う
安
全
上
の
課
題
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
低
消
費
電
力
で
広
い
領
域
を
対
象
と
し
た
無
線

通
信
技
術
で
あ
る Low

 Pow
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（
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下
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を
活
用
し
た
無
線
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
技
術
実
証

を
実
施
し
た
。
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
は
小
型
太
陽
光
発
電
の
み
で
持
続

的
に
稼
働
す
る
一
方
、
無
線
通
信
で
あ
る
た
め
地
形
や
立
木

の
影
響
を
受
け
易
く
、
棚
田
地
域
で
の
利
用
に
は
工
夫
が
求

め
ら
れ
る
。

技
術
実
証
で
は
、
ア
ン
テ
ナ
、
発
電
装
置
、
バ
ッ
テ
リ
、

温
度
や
湿
度
な
ど
七
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
サ

が
一
つ
に
な
っ
た
一
体
型
セ
ン
サ
を
採
用
し
た
。

vol.7 社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
、S
D
G
s
の
潮
流
の
中
で
、建
設
業
界
で
は「
新
4
K
」や「
E
S
G
」の
取
組
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
お
り
、地

域
課
題
の
解
決
、社
会
貢
献
の
観
点
が
重
要
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
、会
員
各
社
が
関
係
機
関
と
の
連
携
･
協
力
を
図
り
な
が
ら
行
っ

て
い
る
食
料
・エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」の
取
組
を
紹
介
し
、地
域
、社
会
貢
献
に
関
す
る
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
深
化
を
図
る
。

棚
田
地
域
を
対
象
と
し
た

ス
マ
ー
ト
生
産
技
術
の
開
発

鹿
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新潟県十日町市内の棚田

食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
に
貢
献
す
る

こ
の
一
体
型
セ
ン
サ
は
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
を
利
用
し
電
池

や
給
電
な
し
で
作
動
可
能
で
あ
る
。
小
型
で
軽
量
で
あ
り
、

降
雪
量
が
多
い
冬
期
に
お
け
る
装
置
の
撤
去
・
設
置
が
容
易

で
あ
る
。
そ
し
て
無
線
に
よ
る
送
受
信
が
可
能
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
各
々
が
中
継
器
と
な
る
よ
う
に
四
〇
〜
六
〇
m
程
度

の
間
隔
で
設
置
し
、
携
帯
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携

帯
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ー
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ウ
ェ
イ
を
設
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こ
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で
、

携
帯
圏
外
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お
け
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通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
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試
み

た
。

⑵
圃
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水
温
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
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セ
ン
サ
を
L
P
W
A
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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込
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遠
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テ
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縮
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圃
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に
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活
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れ
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。

⑶
作
業
者
の
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す
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守
り
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共
同
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業
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て
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た
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Ｐ
Ｗ
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通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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内
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い
て
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Bluetooth 
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い
て
作
業
者
の
位
置
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確
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や
緊
急

時
の
通
報
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可
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す
る
見
守
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シ
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テ
ム
を
試
行
し
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技
術
実
証
で
用
い
た
小
型
端
末
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定
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の
送
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ボ
タ
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よ
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S
O
S
発
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滞
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。
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S
O
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ら
れ
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施
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可
能
で
あ
る
。
小
型
で
軽
量
で
あ
り
、

降
雪
量
が
多
い
冬
期
に
お
け
る
装
置
の
撤
去
・
設
置
が
容
易

で
あ
る
。
そ
し
て
無
線
に
よ
る
送
受
信
が
可
能
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
各
々
が
中
継
器
と
な
る
よ
う
に
四
〇
〜
六
〇
m
程
度

の
間
隔
で
設
置
し
、
携
帯
基
地
局
と
接
続
可
能
な
場
所
に
携

帯
通
信
網
と
接
続
す
る
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
を
設
け
る
こ
と
で
、

携
帯
圏
外
に
お
け
る
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
を
試
み

た
。

⑵
圃
場
に
お
け
る
水
位
・
水
温
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

棚
田
地
域
で
は
斜
面
上
に
圃
場
が
点
在
し
、
水
位
や
水
温

の
確
認
作
業
の
負
担
が
大
き
い
。
そ
の
た
め
、
水
位
・
水
温

セ
ン
サ
を
L
P
W
A
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
組
み
込
み
、
遠
隔
で
監
視
す
る
シ

ス
テ
ム
を
試
行
し
た
。

水
位
・
水
温
セ
ン
サ
は
圃
場
の
隅
に

設
置
し
、
一
体
型
セ
ン
サ
と
有
線
で
接

続
し
た
。
デ
ー
タ
送
信
は
、
通
信
デ
ー

タ
容
量
を
抑
え
る
た
め
一
時
間
毎
に
送

信
す
る
設
定
と
し
た
。

技
術
実
証
で
は
、
デ
ー
タ
受
信
に
問

題
が
生
じ
る
こ
と
な
く
、
遠
隔
地
か
ら

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
し
て
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
た
。
こ
の
結
果
、
離

れ
た
圃
場
へ
移
動
す
る
頻
度
が
減
少
し
、

水
管
理
に
か
か
る
作
業
時
間
は
、
従
来

と
比
較
し
て
約
二
六
％
短
縮
さ
れ
た
。

将
来
的
に
は
水
位
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
り
、
圃

場
の
漏
水
発
見
な
ど
に
も
活
用
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑶
作
業
者
の
安
全
を
確
保
す
る
見
守
り
シ
ス
テ
ム

棚
田
地
域
の
携
帯

圏
外
と
な
る
エ
リ
ア

で
は
、
作
業
者
の
安

全
確
保
が
課
題
と

な
る
。
技
術
実
証
に

参
加
し
た
農
業
法
人

で
は
、
体
調
を
崩
し

た
作
業
者
の
救
護
に

四
時
間
を
要
し
た
経

験
が
あ
り
、
そ
れ
以

来
、
共
同
作
業
を
基
本
と
し
た
作
業
計
画
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
に
お
い
て
、

Bluetooth 

を
用
い
て
作
業
者
の
位
置
情
報
の
確
認
や
緊
急

時
の
通
報
を
可
能
と
す
る
見
守
り
シ
ス
テ
ム
を
試
行
し
た
。

技
術
実
証
で
用
い
た
小
型
端
末
は
、
簡
単
な
定
型
文
の
送

信
や
ボ
タ
ン
に
よ
る
S
O
S
発
信
が
可
能
で
、
端
末
装
着
者

が
、
い
つ
ど
こ
の
セ
ン
サ
付
近
に
滞
在
し
た
か
の
履
歴
を
記

録
で
き
る
仕
様
と
し
た
。
技
術
実
証
で
は
、
離
れ
た
圃
場
か

ら
S
O
S
信
号
を
発
信
し
、
そ
の
発
信
位
置
を
探
し
出
し
て

救
護
す
る
と
い
う
緊
急
事
態
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
S
O
S
信
号
発
信
か
ら
二
〇
分
で
発
信
場
所
ま

で
救
護
に
駆
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
な
作
業
者
の
見
守
り
シ
ス
テ
ム
は
、
担
い
手
不

足
で
共
同
作
業
が
困
難
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
作
業
員
の
安

全
確
保
に
効
果
を
発
揮
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。今
後
、バ
ッ

テ
リ
持
続
期
間
の
改
善
や
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
サ
に
よ
る
転
倒

感
知
な
ど
を
拡
充
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
圃
場
に
お
け
る

地
形
把
握
の
省
力
化

棚
田
地
域
で
は
圃
場
が
斜
面
上
に
あ
り
、
形
状
が
不
均
一

の
た
め
、
目
視
に
よ
る
圃
場
面
の
不
陸
の
把
握
に
は
困
難
を

伴
う
。
加
え
て
、
周
囲
の
立
木
や
傾
斜
な
ど
の
影
響
を
う
け
、

測
量
に
か
か
る
負
担
は
平
地
よ
り
も
大
き
い
。
そ
の
た
め
、

棚
田
地
域
に
お
け
る
地
形
把
握
の
省
力
化
手
法
と
し
て
、
小

型
ド
ロ
ー
ン
（U

AV
 

： U
nm
anned A

erial Vehicle

）

を
用
い
た
写
真
測
量
の
技
術
実
証
を
実
施
し
た
。

小
型
ド
ロ
ー
ン
は
自
動
車
等
で
運
搬
が
し
や
す
く
、
離
発

着
に
広
い
敷
地
を
要
し
な
い
た
め
、
運
用
性
が
高
い
と
考
え
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食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
に
貢
献
す
る

は
じ
め
に

棚
田
は
、
食
料
生
産
の
み
な
ら
ず
災
害
防
止
や
景
観
保
全

な
ど
多
面
的
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
山
間
地

域
に
立
地
す
る
棚
田
は
、
平
地
の
農
地
と
比
較
し
て
小
規
模

か
つ
不
整
形
で
あ
り
、水
利
施
設
や
道
路
、通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
充
分
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
荒
廃
の

危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

鹿
島
建
設
で
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
課
題
に
対
応
す
る
た

め
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
に
注
目
し
て
、
新
潟
県
十
日
町
市
の

棚
田
に
お
い
て
研
究
開
発
を
実
施
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
は
、
平
地
の
大
区
画
圃
場
で
適
用
が
進
ん
で
い
る
が
、

棚
田
地
域
へ
の
適
用
に
関
し
て
は
検
討
が
不
十
分
な
状
況
に

あ
る
。
そ
こ
で
、
建
設
分
野
で
培
わ
れ
て
き
た
安
全
性
確
保
、

省
力
化
や
精
度
向
上
な
ど
、「
鹿
島
ス
マ
ー
ト
生
産
」
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
棚
田
地
域
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技

術
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
営
農
環
境
整
備
を
試
み
て
い
る
。

二
〇
二
〇
年
度
〜
二
〇
二
一
年
度
に
は
、
農
林
水
産
省

の
「
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
画
し
、
半

自
動
運
転
の
建
機
を
利
用
し
た
圃
場
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
、
携

帯
圏
外
で
の
安
価
な
無
線
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
な
ど
、

作
業
の
軽
労
化
や
安
全
性
に
資
す
る
技
術
の
実
装
を
行
っ
た
。

本
稿
で
は
、
そ
の
実
証
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
適

用
結
果
と
今
後
の
方
向
性
を
報
告
す
る
。

L
P
W
A
を
活
用
し
た

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
安
全
対
策

⑴
携
帯
圏
外
に
お
け
る
無
線
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立

移
動
通
信
サ
ー
ビ
ス
は
、
人
口
が
少
な
い
棚
田
地
域
で
は

受
信
で
き
な
い
エ
リ
ア
が
多
い
。
棚
田
地
域
で
は
作
業
の
省

力
化
の
た
め
気
象
や
水
位
の
遠
隔
監
視
技
術
が
期
待
さ
れ
る

が
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
技
術
導
入
の
課
題
と
な
る
。
加

え
て
作
業
中
の
事
故
な
ど
緊
急
事
態
時
に
情
報
伝
達
が
行
え

な
い
と
い
う
安
全
上
の
課
題
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
低
消
費
電
力
で
広
い
領
域
を
対
象
と
し
た
無
線

通
信
技
術
で
あ
る Low

 Pow
er W

ide A
rea

（
以
下
Ｌ
Ｐ

Ｗ
Ａ
）
を
活
用
し
た
無
線
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
技
術
実
証

を
実
施
し
た
。
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
は
小
型
太
陽
光
発
電
の
み
で
持
続

的
に
稼
働
す
る
一
方
、
無
線
通
信
で
あ
る
た
め
地
形
や
立
木

の
影
響
を
受
け
易
く
、
棚
田
地
域
で
の
利
用
に
は
工
夫
が
求

め
ら
れ
る
。

技
術
実
証
で
は
、
ア
ン
テ
ナ
、
発
電
装
置
、
バ
ッ
テ
リ
、

温
度
や
湿
度
な
ど
七
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
サ

が
一
つ
に
な
っ
た
一
体
型
セ
ン
サ
を
採
用
し
た
。

vol.7 社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
、S
D
G
s
の
潮
流
の
中
で
、建
設
業
界
で
は「
新
4
K
」や「
E
S
G
」の
取
組
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
お
り
、地

域
課
題
の
解
決
、社
会
貢
献
の
観
点
が
重
要
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
、会
員
各
社
が
関
係
機
関
と
の
連
携
･
協
力
を
図
り
な
が
ら
行
っ

て
い
る
食
料
・エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」の
取
組
を
紹
介
し
、地
域
、社
会
貢
献
に
関
す
る
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
深
化
を
図
る
。

棚
田
地
域
を
対
象
と
し
た

ス
マ
ー
ト
生
産
技
術
の
開
発

鹿
島
建
設
株
式
会
社

土
木
管
理
本
部

横
井

　
　績

技
術
研
究
所

　
　山
田

順
之

新潟県十日町市内の棚田

食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
に
貢
献
す
る

こ
の
一
体
型
セ
ン
サ
は
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
を
利
用
し
電
池

や
給
電
な
し
で
作
動
可
能
で
あ
る
。
小
型
で
軽
量
で
あ
り
、

降
雪
量
が
多
い
冬
期
に
お
け
る
装
置
の
撤
去
・
設
置
が
容
易

で
あ
る
。
そ
し
て
無
線
に
よ
る
送
受
信
が
可
能
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
各
々
が
中
継
器
と
な
る
よ
う
に
四
〇
〜
六
〇
m
程
度

の
間
隔
で
設
置
し
、
携
帯
基
地
局
と
接
続
可
能
な
場
所
に
携

帯
通
信
網
と
接
続
す
る
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
を
設
け
る
こ
と
で
、

携
帯
圏
外
に
お
け
る
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
を
試
み

た
。

⑵
圃
場
に
お
け
る
水
位
・
水
温
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

棚
田
地
域
で
は
斜
面
上
に
圃
場
が
点
在
し
、
水
位
や
水
温

の
確
認
作
業
の
負
担
が
大
き
い
。
そ
の
た
め
、
水
位
・
水
温

セ
ン
サ
を
L
P
W
A
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
組
み
込
み
、
遠
隔
で
監
視
す
る
シ

ス
テ
ム
を
試
行
し
た
。

水
位
・
水
温
セ
ン
サ
は
圃
場
の
隅
に

設
置
し
、
一
体
型
セ
ン
サ
と
有
線
で
接

続
し
た
。
デ
ー
タ
送
信
は
、
通
信
デ
ー

タ
容
量
を
抑
え
る
た
め
一
時
間
毎
に
送

信
す
る
設
定
と
し
た
。

技
術
実
証
で
は
、
デ
ー
タ
受
信
に
問

題
が
生
じ
る
こ
と
な
く
、
遠
隔
地
か
ら

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
し
て
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
た
。
こ
の
結
果
、
離

れ
た
圃
場
へ
移
動
す
る
頻
度
が
減
少
し
、

水
管
理
に
か
か
る
作
業
時
間
は
、
従
来

と
比
較
し
て
約
二
六
％
短
縮
さ
れ
た
。

将
来
的
に
は
水
位
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
り
、
圃

場
の
漏
水
発
見
な
ど
に
も
活
用
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑶
作
業
者
の
安
全
を
確
保
す
る
見
守
り
シ
ス
テ
ム

棚
田
地
域
の
携
帯

圏
外
と
な
る
エ
リ
ア

で
は
、
作
業
者
の
安

全
確
保
が
課
題
と

な
る
。
技
術
実
証
に

参
加
し
た
農
業
法
人

で
は
、
体
調
を
崩
し

た
作
業
者
の
救
護
に

四
時
間
を
要
し
た
経

験
が
あ
り
、
そ
れ
以

来
、
共
同
作
業
を
基
本
と
し
た
作
業
計
画
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
に
お
い
て
、

Bluetooth 

を
用
い
て
作
業
者
の
位
置
情
報
の
確
認
や
緊
急

時
の
通
報
を
可
能
と
す
る
見
守
り
シ
ス
テ
ム
を
試
行
し
た
。

技
術
実
証
で
用
い
た
小
型
端
末
は
、
簡
単
な
定
型
文
の
送

信
や
ボ
タ
ン
に
よ
る
S
O
S
発
信
が
可
能
で
、
端
末
装
着
者

が
、
い
つ
ど
こ
の
セ
ン
サ
付
近
に
滞
在
し
た
か
の
履
歴
を
記

録
で
き
る
仕
様
と
し
た
。
技
術
実
証
で
は
、
離
れ
た
圃
場
か

ら
S
O
S
信
号
を
発
信
し
、
そ
の
発
信
位
置
を
探
し
出
し
て

救
護
す
る
と
い
う
緊
急
事
態
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
S
O
S
信
号
発
信
か
ら
二
〇
分
で
発
信
場
所
ま

で
救
護
に
駆
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
な
作
業
者
の
見
守
り
シ
ス
テ
ム
は
、
担
い
手
不

足
で
共
同
作
業
が
困
難
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
作
業
員
の
安

全
確
保
に
効
果
を
発
揮
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。今
後
、バ
ッ

テ
リ
持
続
期
間
の
改
善
や
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
サ
に
よ
る
転
倒

感
知
な
ど
を
拡
充
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
圃
場
に
お
け
る

地
形
把
握
の
省
力
化

棚
田
地
域
で
は
圃
場
が
斜
面
上
に
あ
り
、
形
状
が
不
均
一

の
た
め
、
目
視
に
よ
る
圃
場
面
の
不
陸
の
把
握
に
は
困
難
を

伴
う
。
加
え
て
、
周
囲
の
立
木
や
傾
斜
な
ど
の
影
響
を
う
け
、

測
量
に
か
か
る
負
担
は
平
地
よ
り
も
大
き
い
。
そ
の
た
め
、

棚
田
地
域
に
お
け
る
地
形
把
握
の
省
力
化
手
法
と
し
て
、
小

型
ド
ロ
ー
ン
（U

AV
 

： U
nm
anned A

erial Vehicle

）

を
用
い
た
写
真
測
量
の
技
術
実
証
を
実
施
し
た
。

小
型
ド
ロ
ー
ン
は
自
動
車
等
で
運
搬
が
し
や
す
く
、
離
発

着
に
広
い
敷
地
を
要
し
な
い
た
め
、
運
用
性
が
高
い
と
考
え
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食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
に
貢
献
す
る

は
じ
め
に

棚
田
は
、
食
料
生
産
の
み
な
ら
ず
災
害
防
止
や
景
観
保
全

な
ど
多
面
的
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
山
間
地

域
に
立
地
す
る
棚
田
は
、
平
地
の
農
地
と
比
較
し
て
小
規
模

か
つ
不
整
形
で
あ
り
、水
利
施
設
や
道
路
、通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
充
分
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
荒
廃
の

危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

鹿
島
建
設
で
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
課
題
に
対
応
す
る
た

め
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
に
注
目
し
て
、
新
潟
県
十
日
町
市
の

棚
田
に
お
い
て
研
究
開
発
を
実
施
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
は
、
平
地
の
大
区
画
圃
場
で
適
用
が
進
ん
で
い
る
が
、

棚
田
地
域
へ
の
適
用
に
関
し
て
は
検
討
が
不
十
分
な
状
況
に

あ
る
。
そ
こ
で
、
建
設
分
野
で
培
わ
れ
て
き
た
安
全
性
確
保
、

省
力
化
や
精
度
向
上
な
ど
、「
鹿
島
ス
マ
ー
ト
生
産
」
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
棚
田
地
域
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技

術
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
営
農
環
境
整
備
を
試
み
て
い
る
。

二
〇
二
〇
年
度
〜
二
〇
二
一
年
度
に
は
、
農
林
水
産
省

の
「
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
画
し
、
半

自
動
運
転
の
建
機
を
利
用
し
た
圃
場
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
、
携

帯
圏
外
で
の
安
価
な
無
線
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
な
ど
、

作
業
の
軽
労
化
や
安
全
性
に
資
す
る
技
術
の
実
装
を
行
っ
た
。

本
稿
で
は
、
そ
の
実
証
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
適

用
結
果
と
今
後
の
方
向
性
を
報
告
す
る
。

L
P
W
A
を
活
用
し
た

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
安
全
対
策

⑴
携
帯
圏
外
に
お
け
る
無
線
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立

移
動
通
信
サ
ー
ビ
ス
は
、
人
口
が
少
な
い
棚
田
地
域
で
は

受
信
で
き
な
い
エ
リ
ア
が
多
い
。
棚
田
地
域
で
は
作
業
の
省

力
化
の
た
め
気
象
や
水
位
の
遠
隔
監
視
技
術
が
期
待
さ
れ
る

が
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
技
術
導
入
の
課
題
と
な
る
。
加

え
て
作
業
中
の
事
故
な
ど
緊
急
事
態
時
に
情
報
伝
達
が
行
え

な
い
と
い
う
安
全
上
の
課
題
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
低
消
費
電
力
で
広
い
領
域
を
対
象
と
し
た
無
線

通
信
技
術
で
あ
る Low

 Pow
er W

ide A
rea

（
以
下
Ｌ
Ｐ

Ｗ
Ａ
）
を
活
用
し
た
無
線
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
技
術
実
証

を
実
施
し
た
。
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
は
小
型
太
陽
光
発
電
の
み
で
持
続

的
に
稼
働
す
る
一
方
、
無
線
通
信
で
あ
る
た
め
地
形
や
立
木

の
影
響
を
受
け
易
く
、
棚
田
地
域
で
の
利
用
に
は
工
夫
が
求

め
ら
れ
る
。

技
術
実
証
で
は
、
ア
ン
テ
ナ
、
発
電
装
置
、
バ
ッ
テ
リ
、

温
度
や
湿
度
な
ど
七
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
サ

が
一
つ
に
な
っ
た
一
体
型
セ
ン
サ
を
採
用
し
た
。

vol.7 社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
、S
D
G
s
の
潮
流
の
中
で
、建
設
業
界
で
は「
新
4
K
」や「
E
S
G
」の
取
組
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
お
り
、地

域
課
題
の
解
決
、社
会
貢
献
の
観
点
が
重
要
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
、会
員
各
社
が
関
係
機
関
と
の
連
携
･
協
力
を
図
り
な
が
ら
行
っ

て
い
る
食
料
・エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」の
取
組
を
紹
介
し
、地
域
、社
会
貢
献
に
関
す
る
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
深
化
を
図
る
。

棚
田
地
域
を
対
象
と
し
た

ス
マ
ー
ト
生
産
技
術
の
開
発

鹿
島
建
設
株
式
会
社

土
木
管
理
本
部

横
井

　
　績

技
術
研
究
所

　
　山
田

順
之

新潟県十日町市内の棚田

食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
に
貢
献
す
る

こ
の
一
体
型
セ
ン
サ
は
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
を
利
用
し
電
池

や
給
電
な
し
で
作
動
可
能
で
あ
る
。
小
型
で
軽
量
で
あ
り
、

降
雪
量
が
多
い
冬
期
に
お
け
る
装
置
の
撤
去
・
設
置
が
容
易

で
あ
る
。
そ
し
て
無
線
に
よ
る
送
受
信
が
可
能
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
各
々
が
中
継
器
と
な
る
よ
う
に
四
〇
〜
六
〇
m
程
度

の
間
隔
で
設
置
し
、
携
帯
基
地
局
と
接
続
可
能
な
場
所
に
携

帯
通
信
網
と
接
続
す
る
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
を
設
け
る
こ
と
で
、

携
帯
圏
外
に
お
け
る
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
を
試
み

た
。

⑵
圃
場
に
お
け
る
水
位
・
水
温
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

棚
田
地
域
で
は
斜
面
上
に
圃
場
が
点
在
し
、
水
位
や
水
温

の
確
認
作
業
の
負
担
が
大
き
い
。
そ
の
た
め
、
水
位
・
水
温

セ
ン
サ
を
L
P
W
A
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
組
み
込
み
、
遠
隔
で
監
視
す
る
シ

ス
テ
ム
を
試
行
し
た
。

水
位
・
水
温
セ
ン
サ
は
圃
場
の
隅
に

設
置
し
、
一
体
型
セ
ン
サ
と
有
線
で
接

続
し
た
。
デ
ー
タ
送
信
は
、
通
信
デ
ー

タ
容
量
を
抑
え
る
た
め
一
時
間
毎
に
送

信
す
る
設
定
と
し
た
。

技
術
実
証
で
は
、
デ
ー
タ
受
信
に
問

題
が
生
じ
る
こ
と
な
く
、
遠
隔
地
か
ら

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
し
て
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
た
。
こ
の
結
果
、
離

れ
た
圃
場
へ
移
動
す
る
頻
度
が
減
少
し
、

水
管
理
に
か
か
る
作
業
時
間
は
、
従
来

と
比
較
し
て
約
二
六
％
短
縮
さ
れ
た
。

将
来
的
に
は
水
位
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
り
、
圃

場
の
漏
水
発
見
な
ど
に
も
活
用
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑶
作
業
者
の
安
全
を
確
保
す
る
見
守
り
シ
ス
テ
ム

棚
田
地
域
の
携
帯

圏
外
と
な
る
エ
リ
ア

で
は
、
作
業
者
の
安

全
確
保
が
課
題
と

な
る
。
技
術
実
証
に

参
加
し
た
農
業
法
人

で
は
、
体
調
を
崩
し

た
作
業
者
の
救
護
に

四
時
間
を
要
し
た
経

験
が
あ
り
、
そ
れ
以

来
、
共
同
作
業
を
基
本
と
し
た
作
業
計
画
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
に
お
い
て
、

Bluetooth 

を
用
い
て
作
業
者
の
位
置
情
報
の
確
認
や
緊
急

時
の
通
報
を
可
能
と
す
る
見
守
り
シ
ス
テ
ム
を
試
行
し
た
。

技
術
実
証
で
用
い
た
小
型
端
末
は
、
簡
単
な
定
型
文
の
送

信
や
ボ
タ
ン
に
よ
る
S
O
S
発
信
が
可
能
で
、
端
末
装
着
者

が
、
い
つ
ど
こ
の
セ
ン
サ
付
近
に
滞
在
し
た
か
の
履
歴
を
記

録
で
き
る
仕
様
と
し
た
。
技
術
実
証
で
は
、
離
れ
た
圃
場
か

ら
S
O
S
信
号
を
発
信
し
、
そ
の
発
信
位
置
を
探
し
出
し
て

救
護
す
る
と
い
う
緊
急
事
態
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
S
O
S
信
号
発
信
か
ら
二
〇
分
で
発
信
場
所
ま

で
救
護
に
駆
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
な
作
業
者
の
見
守
り
シ
ス
テ
ム
は
、
担
い
手
不

足
で
共
同
作
業
が
困
難
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
作
業
員
の
安

全
確
保
に
効
果
を
発
揮
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。今
後
、バ
ッ

テ
リ
持
続
期
間
の
改
善
や
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
サ
に
よ
る
転
倒

感
知
な
ど
を
拡
充
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
圃
場
に
お
け
る

地
形
把
握
の
省
力
化

棚
田
地
域
で
は
圃
場
が
斜
面
上
に
あ
り
、
形
状
が
不
均
一

の
た
め
、
目
視
に
よ
る
圃
場
面
の
不
陸
の
把
握
に
は
困
難
を

伴
う
。
加
え
て
、
周
囲
の
立
木
や
傾
斜
な
ど
の
影
響
を
う
け
、

測
量
に
か
か
る
負
担
は
平
地
よ
り
も
大
き
い
。
そ
の
た
め
、

棚
田
地
域
に
お
け
る
地
形
把
握
の
省
力
化
手
法
と
し
て
、
小

型
ド
ロ
ー
ン
（U

AV
 

： U
nm
anned A

erial Vehicle

）

を
用
い
た
写
真
測
量
の
技
術
実
証
を
実
施
し
た
。

小
型
ド
ロ
ー
ン
は
自
動
車
等
で
運
搬
が
し
や
す
く
、
離
発

着
に
広
い
敷
地
を
要
し
な
い
た
め
、
運
用
性
が
高
い
と
考
え
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ら
れ
る
。
動
力
は
電
気
モ
ー
タ
ー
式
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容

易
で
あ
り
、
導
入
コ
ス
ト
も
低
い
。

従
来
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
中
写
真
撮
影
で
は
、
後
続
作

業
の
空
中
三
角
測
量
の
た
め
、
水
平
位
置
お
よ
び
標
高
の
基

準
と
な
る
複
数
の
対
空
標
識
を
設
置
し
、
そ
の
座
標
を
測
量

す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
機
材
や
技
能
、
作
業
時
間

を
要
す
る
。
そ
こ
で
、
作
業
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
設
置

後
三
〇
分
程
度
で
誤
差
一
〇
㎝
以
内
の
精
度
で
自
動
測
位
可

能
と
な
る
G
N
S
S
内
蔵
型
対
空
標
識
を
採
用
し
た
。

圃
場
形
状
な
ど
の
把
握
は
、
ラ
ッ
プ
さ
せ
て
撮
影
し
た
画

像
を
活
用
し
、
オ
ル
ソ
画
像
お
よ
び
三
次
元
モ
デ
ル
を
作
成

し
た
。そ
の
解
析
に
は
、ク
ラ
ウ
ド
型
の
ド
ロ
ー
ン
計
測
デ
ー

タ
解
析
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
価
な
解

析
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
購
入
や
、
高
性
能
P
C
の
利
用
が
不
要

と
な
っ
た
。

従
来
は
、
圃
場
に
水
張
り
を
行
い
、
水
面
と
の
位
置
関
係

を
目
視
で
確
認
し
、
均
平
性
（
高
低
差
）
を
把
握
す
る
た
め
、

風
な
ど
の
影
響
に
よ
り
一
〇
㎝
以
上
の
誤
差
が
発
生
す
る
場

合
も
あ
っ
た
が
、
本
手
法
で
は
一
〜
三
㎝
レ
ベ
ル
の
誤
差
で

高
低
差
を
確
認
で
き
た
。
さ
ら
に
、
圃
場
へ
の
水
張
り
が
困

難
な
渇
水
期
な
ど
に
も
均
平
精
度
の
把
握
が
可
能
で
あ
る
。

I
T
C
建
機
を
利
用
し
た
圃
場
の
均
平
化

棚
田
で
は
、
土
質
や
地
下
水
脈
の
差
異
に
よ
る
不
等
沈
下
、

不
整
形
圃
場
の
狭
隘
箇
所
に
お
け
る
作
業
機
の
旋
回
や
湧
水

に
起
因
す
る
特
定
箇
所
の
軟
弱
化
な
ど
の
理
由
か
ら
、
圃
場

面
の
均
平
精
度
を
保
つ
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
均
平
が
取
れ

て
い
な
い
圃
場
で
は
農
薬
や
肥
料
の
均
一
散
布
や
、
水
深
管

理
に
よ
る
雑
草
防
除
な
ど
が
困
難
と
な
る
た
め
、
均
平
精
度

は
、
収
量
や
品
質
を
確
保
す
る
上
で
大
き
な
課
題
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
レ
ー
ザ
レ
ベ
ラ
を
利
用
し
た
高
精
度
の
均

平
作
業
が
考
え
ら
れ
る
が
、
農
機
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
利
用

さ
れ
る
直
装
式
や
牽
引
式
の
レ
ー
ザ
レ
ベ
ラ
は
、
棚
田
地
域

で
主
に
使
用
さ
れ
る
小
型
農
機
へ
の
装
着
が
難
し
く
、
不
整

形
な
圃
場
に
お
け
る
使
用
に
適
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
農
機

と
比
較
し
て
作
業
効
率
や
耐
久
性
に
優
れ
る
建
機
：
I
C
T

ブ
ル
ド
ー
ザ
に
よ
る
均
平
化
の
技
術
実
証
を
実
施
し
た
。

使
用
し
た
ブ
ル
ド
ー
ザ
は
全
長
四
、七
四
五
㎜
、
排
土
板

二
、四
九
〇
㎜
、
機
械
質
量
五
、五
三
五
㎏
、
接
地
圧
二
九
・
八

kPa
（
〇
・
三
〇
kgf
／
㎠  ）
と
小
型
で
低
接
地
圧
で
あ
る
た
め
、

湿
潤
状
態
の
圃
場
な
ど
で
も
比
較
的
自
由
に
走
行
が
可
能
で

あ
る
。
こ
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
の
排
土
板
上
部
に
レ
ー
ザ
レ
ベ
ラ

受
光
器
を
取
り
付
け
、
圃
場
近
く
の
作
業
エ
リ
ア
が
見
通
せ

る
場
所
に
レ
ー
ザ
レ
ベ
ラ
を
設
置
し
た
。

均
平
作
業
は
、
ま
ず
現
地
に
て
圃
場
の
仕
上
が
り
基
準
高

を
設
定
し
、
レ
ー
ザ
レ
ベ
ラ
受
光
器
を
用
い
て
排
土
板
の
高

さ
を
調
整
し
た
。
そ
の
後
オ
ペ
レ
ー
タ
が
受
光
器
の
表
示
に

従
い
排
土
板
を
操
作
し
て
均
平
作
業
を
実
施
し
た
。
作
業
実

施
前
後
の
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
計
測
結
果
で
は
、
高
低
差
三
㎝

以
内
で
作
土
面
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
高
低
差

の
偏
り
を
目
視
で
判
断
す
る
の
で
な
く
受
光
器
の
表
示
で
把

握
で
き
る
た
め
、
円
滑
な
均
平
作
業
が
可
能
と
な
っ
た
。

加
え
て
、
建
機
は
畔
・
法
面
の
補
修
や
冬
場
の
除
雪
作
業

な
ど
幅
広
い
用
途
で
使
用
で
き
、
農
業
経
営
上
の
利
点
と
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
建
機
購
入
に
お
け
る
農
業
対
象

補
助
金
の
適
用
、
レ
ン
タ
ル
す
る
場
合
の
圃
場
へ
の
運
搬
コ

空中写真撮影に用いたドローン

ICTブルドーザ

ス
ト
、
建
機
の
オ
ペ
レ
ー
タ
不
足
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
地

域
の
建
設
事
業
者
と
の
連
携
や
技
術
研
修
な
ど
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

電
動
リ
モ
コ
ン
草
刈
機
を
用
い
た
除
草

急
傾
斜
地
に
立
地
す
る
棚
田
地
域
で
は
、
平
地
と
比
較
し

て
圃
場
全
体
に
占
め
る
畦
畔
法
面
の
面
積
割
合
が
大
き
い
。

畦
畔
法
面
の
除
草
作
業
に
は
一
般
的
に
エ
ン
ジ
ン
式
の
刈
払

機
が
用
い
ら
れ
、
夏
季
の
熱
中
症
や
斜
面
上
で
の
災
害
リ
ス

ク
を
伴
う
課
題
の
多
い
作
業
で
あ
る
。

十
日
町
市
の
棚
田
地
域
で
は
、
女
性
や
定
年
帰
農
者
な
ど

の
未
熟
練
者
を
含
む
少
な
い
人
員
で
除
草
作
業
を
行
う
必
要

が
あ
り
、
作
業
の
軽
労
化
や
安
全
性
向
上
は
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
取
り
扱
い
が
容
易
で
、
作
業
機
械
か
ら
離

れ
た
場
所
で
操
作
可
能
な
電
動
リ
モ
コ
ン
草
刈
機
の
導
入
に

つ
い
て
、
効
果
の
検
証
、
普
及
上
の
課
題
抽
出
を
行
っ
た
。

選
定
し
た
電
動
リ
モ
コ
ン
草
刈
機
は
本
体
と
草
刈
り
ア

タ
ッ
チ
に
分
か
れ
、
草
丈
に
応
じ
て
草
刈
り
ア
タ
ッ
チ
を
上

下
に
動
か
す
こ
と
で
き
る
。
フ
ル
充
電
時
の
連
続
作
業
時
間

は
約
一
二
〇
分
、
作
業
限
界
斜
度
は
三
五
度
で
あ
る
。
技
術

実
証
で
は
、
刈
払
機
と
の
比
較
を
行
う
た
め
、
電
動
リ
モ
コ

ン
草
刈
機
の
作
業
限
界
に
近
く
、
圃
場
間
の
段
差
が
三
m
以

上
あ
る
畦
畔
法
面
を
選
定
し
、
面
積
、
斜
度
、
植
生
な
ど
の

条
件
が
ほ
ぼ
等
し
く
な
る
実
験
区
を
設
定
し
た
。

そ
の
結
果
、
作
業
時
間
は
、
刈
払
機
で
は
一
三
分
、
電
動

リ
モ
コ
ン
草
刈
機
で
は
二
〇
分
を
要
し
、
今
回
の
条
件
下
で

は
刈
払
機
が
優
位
と
な
っ
た
。
作
業
者
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
で

は
、
危
険
な
法
面
中
央
部
の
作
業
時
も
、
電
動
リ
モ
コ
ン
草

刈
機
は
法
面
天
端
も
し
く
は
下
部
の
足
場
の
良
い
場
所
か
ら

操
作
で
き
、
刈
払
機
と
比
較
し
て
安
全
性
が
高
く
疲
れ
に
く

い
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
作
業
時
間
に
関
し
て
は
、
作

業
員
が
電
動
リ
モ
コ
ン
草
刈
機
の
操
作
に
慣
れ
て
い
な
い
面

を
考
慮
し
、
更
な
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
現
在
の
圃
場
整
備
の
設
計
基
準
は
、
最
も
斜
度
の

緩
い
畦
畔
法
面
で
一
：
一
・
五
（
三
三
・
七
度
）
と
な
っ
て
お

り
、
今
回
使
用
し
た
電
動
リ
モ
コ
ン
草
刈
機
の
作
業
限
界

三
五
度
に
近
い
。
棚
田
の
畦
畔
法
面
は
、
積
雪
や
湧
水
な
ど

も
影
響
し
、
勾
配
が
一
定
で
な
く
作
業
が
難
し
い
エ
リ
ア
が

存
在
し
た
。
ま
た
、
表
層
が
軟
弱
で
不
陸
が
多
い
法
面
も
作

業
が
困
難
で
あ
っ
た
。
地
域
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
次
世
代

型
草
刈
機
が
全
面
導
入
で
き
る
よ
う
な
法
面
を
緩
勾
配
化
し

た
圃
場
整
備
な
ど
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

棚
田
地
域
に
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

管
理
作
業
の
省
力
・
軽
労
化
、
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
に
よ
る
品

質
や
収
量
向
上
、
安
全
性
の
改
善
な
ど
に
一
定
の
成
果
が
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
た
。
一
方
、
水
利
施
設
や
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
に
加
え
、
棚
田
地
域
の
特
徴
に
適
応
し
た
通

信
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

特
に
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
畦
畔
の
勾
配
、
圃
場
の
形
状

や
規
模
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
に
適
し
た
圃
場

整
備
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

先
の
通
常
国
会
で
改
正
さ
れ
た
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
活
用
が
大
き
な
柱
と
し

て
盛
り
込
ま
れ
、
関
連
法
案
と
し
て
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

活
用
促
進
法
が
成
立
し
た
。
同
法
に
基
づ
く
基
本
方
針
に

は
、
二
〇
三
〇
年
度
ま
で
に
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
活
用
割

合
（
経
営
耕
地
面
積
ベ
ー
ス
）
を
五
〇
%
以
上
と
す
る
目
標

が
掲
げ
ら
れ
る
見
通
し
で
あ
り
、
中
山
間
地
域
で
如
何
に
普

及
を
図
れ
る
か
が
課
題
と
な
る
。
当
社
で
は
建
設
業
で
培
っ

た
ス
マ
ー
ト
生
産
技
術
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、
棚

田
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
営
農
環
境
整
備
に
関
す
る
研

究
を
深
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
棚
田
地
域
の
振
興
に

貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

電動リモコン草刈機による除草作業
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ら
れ
る
。
動
力
は
電
気
モ
ー
タ
ー
式
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容

易
で
あ
り
、
導
入
コ
ス
ト
も
低
い
。

従
来
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
中
写
真
撮
影
で
は
、
後
続
作

業
の
空
中
三
角
測
量
の
た
め
、
水
平
位
置
お
よ
び
標
高
の
基

準
と
な
る
複
数
の
対
空
標
識
を
設
置
し
、
そ
の
座
標
を
測
量

す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
機
材
や
技
能
、
作
業
時
間

を
要
す
る
。
そ
こ
で
、
作
業
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
設
置

後
三
〇
分
程
度
で
誤
差
一
〇
㎝
以
内
の
精
度
で
自
動
測
位
可

能
と
な
る
G
N
S
S
内
蔵
型
対
空
標
識
を
採
用
し
た
。

圃
場
形
状
な
ど
の
把
握
は
、
ラ
ッ
プ
さ
せ
て
撮
影
し
た
画

像
を
活
用
し
、
オ
ル
ソ
画
像
お
よ
び
三
次
元
モ
デ
ル
を
作
成

し
た
。そ
の
解
析
に
は
、ク
ラ
ウ
ド
型
の
ド
ロ
ー
ン
計
測
デ
ー

タ
解
析
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
価
な
解

析
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
購
入
や
、
高
性
能
P
C
の
利
用
が
不
要

と
な
っ
た
。

従
来
は
、
圃
場
に
水
張
り
を
行
い
、
水
面
と
の
位
置
関
係

を
目
視
で
確
認
し
、
均
平
性
（
高
低
差
）
を
把
握
す
る
た
め
、

風
な
ど
の
影
響
に
よ
り
一
〇
㎝
以
上
の
誤
差
が
発
生
す
る
場

合
も
あ
っ
た
が
、
本
手
法
で
は
一
〜
三
㎝
レ
ベ
ル
の
誤
差
で

高
低
差
を
確
認
で
き
た
。
さ
ら
に
、
圃
場
へ
の
水
張
り
が
困

難
な
渇
水
期
な
ど
に
も
均
平
精
度
の
把
握
が
可
能
で
あ
る
。

I
T
C
建
機
を
利
用
し
た
圃
場
の
均
平
化

棚
田
で
は
、
土
質
や
地
下
水
脈
の
差
異
に
よ
る
不
等
沈
下
、

不
整
形
圃
場
の
狭
隘
箇
所
に
お
け
る
作
業
機
の
旋
回
や
湧
水

に
起
因
す
る
特
定
箇
所
の
軟
弱
化
な
ど
の
理
由
か
ら
、
圃
場

面
の
均
平
精
度
を
保
つ
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
均
平
が
取
れ

て
い
な
い
圃
場
で
は
農
薬
や
肥
料
の
均
一
散
布
や
、
水
深
管

理
に
よ
る
雑
草
防
除
な
ど
が
困
難
と
な
る
た
め
、
均
平
精
度

は
、
収
量
や
品
質
を
確
保
す
る
上
で
大
き
な
課
題
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
レ
ー
ザ
レ
ベ
ラ
を
利
用
し
た
高
精
度
の
均

平
作
業
が
考
え
ら
れ
る
が
、
農
機
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
利
用

さ
れ
る
直
装
式
や
牽
引
式
の
レ
ー
ザ
レ
ベ
ラ
は
、
棚
田
地
域

で
主
に
使
用
さ
れ
る
小
型
農
機
へ
の
装
着
が
難
し
く
、
不
整

形
な
圃
場
に
お
け
る
使
用
に
適
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
農
機

と
比
較
し
て
作
業
効
率
や
耐
久
性
に
優
れ
る
建
機
：
I
C
T

ブ
ル
ド
ー
ザ
に
よ
る
均
平
化
の
技
術
実
証
を
実
施
し
た
。

使
用
し
た
ブ
ル
ド
ー
ザ
は
全
長
四
、七
四
五
㎜
、
排
土
板

二
、四
九
〇
㎜
、
機
械
質
量
五
、五
三
五
㎏
、
接
地
圧
二
九
・
八

kPa
（
〇
・
三
〇
kgf
／
㎠  ）
と
小
型
で
低
接
地
圧
で
あ
る
た
め
、

湿
潤
状
態
の
圃
場
な
ど
で
も
比
較
的
自
由
に
走
行
が
可
能
で

あ
る
。
こ
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
の
排
土
板
上
部
に
レ
ー
ザ
レ
ベ
ラ

受
光
器
を
取
り
付
け
、
圃
場
近
く
の
作
業
エ
リ
ア
が
見
通
せ

る
場
所
に
レ
ー
ザ
レ
ベ
ラ
を
設
置
し
た
。

均
平
作
業
は
、
ま
ず
現
地
に
て
圃
場
の
仕
上
が
り
基
準
高

を
設
定
し
、
レ
ー
ザ
レ
ベ
ラ
受
光
器
を
用
い
て
排
土
板
の
高

さ
を
調
整
し
た
。
そ
の
後
オ
ペ
レ
ー
タ
が
受
光
器
の
表
示
に

従
い
排
土
板
を
操
作
し
て
均
平
作
業
を
実
施
し
た
。
作
業
実

施
前
後
の
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
計
測
結
果
で
は
、
高
低
差
三
㎝

以
内
で
作
土
面
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
高
低
差

の
偏
り
を
目
視
で
判
断
す
る
の
で
な
く
受
光
器
の
表
示
で
把

握
で
き
る
た
め
、
円
滑
な
均
平
作
業
が
可
能
と
な
っ
た
。

加
え
て
、
建
機
は
畔
・
法
面
の
補
修
や
冬
場
の
除
雪
作
業

な
ど
幅
広
い
用
途
で
使
用
で
き
、
農
業
経
営
上
の
利
点
と
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
建
機
購
入
に
お
け
る
農
業
対
象

補
助
金
の
適
用
、
レ
ン
タ
ル
す
る
場
合
の
圃
場
へ
の
運
搬
コ

空中写真撮影に用いたドローン

ICTブルドーザ

ス
ト
、
建
機
の
オ
ペ
レ
ー
タ
不
足
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
地

域
の
建
設
事
業
者
と
の
連
携
や
技
術
研
修
な
ど
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

電
動
リ
モ
コ
ン
草
刈
機
を
用
い
た
除
草

急
傾
斜
地
に
立
地
す
る
棚
田
地
域
で
は
、
平
地
と
比
較
し

て
圃
場
全
体
に
占
め
る
畦
畔
法
面
の
面
積
割
合
が
大
き
い
。

畦
畔
法
面
の
除
草
作
業
に
は
一
般
的
に
エ
ン
ジ
ン
式
の
刈
払

機
が
用
い
ら
れ
、
夏
季
の
熱
中
症
や
斜
面
上
で
の
災
害
リ
ス

ク
を
伴
う
課
題
の
多
い
作
業
で
あ
る
。

十
日
町
市
の
棚
田
地
域
で
は
、
女
性
や
定
年
帰
農
者
な
ど

の
未
熟
練
者
を
含
む
少
な
い
人
員
で
除
草
作
業
を
行
う
必
要

が
あ
り
、
作
業
の
軽
労
化
や
安
全
性
向
上
は
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
取
り
扱
い
が
容
易
で
、
作
業
機
械
か
ら
離

れ
た
場
所
で
操
作
可
能
な
電
動
リ
モ
コ
ン
草
刈
機
の
導
入
に

つ
い
て
、
効
果
の
検
証
、
普
及
上
の
課
題
抽
出
を
行
っ
た
。

選
定
し
た
電
動
リ
モ
コ
ン
草
刈
機
は
本
体
と
草
刈
り
ア

タ
ッ
チ
に
分
か
れ
、
草
丈
に
応
じ
て
草
刈
り
ア
タ
ッ
チ
を
上

下
に
動
か
す
こ
と
で
き
る
。
フ
ル
充
電
時
の
連
続
作
業
時
間

は
約
一
二
〇
分
、
作
業
限
界
斜
度
は
三
五
度
で
あ
る
。
技
術

実
証
で
は
、
刈
払
機
と
の
比
較
を
行
う
た
め
、
電
動
リ
モ
コ

ン
草
刈
機
の
作
業
限
界
に
近
く
、
圃
場
間
の
段
差
が
三
m
以

上
あ
る
畦
畔
法
面
を
選
定
し
、
面
積
、
斜
度
、
植
生
な
ど
の

条
件
が
ほ
ぼ
等
し
く
な
る
実
験
区
を
設
定
し
た
。

そ
の
結
果
、
作
業
時
間
は
、
刈
払
機
で
は
一
三
分
、
電
動

リ
モ
コ
ン
草
刈
機
で
は
二
〇
分
を
要
し
、
今
回
の
条
件
下
で

は
刈
払
機
が
優
位
と
な
っ
た
。
作
業
者
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
で

は
、
危
険
な
法
面
中
央
部
の
作
業
時
も
、
電
動
リ
モ
コ
ン
草

刈
機
は
法
面
天
端
も
し
く
は
下
部
の
足
場
の
良
い
場
所
か
ら

操
作
で
き
、
刈
払
機
と
比
較
し
て
安
全
性
が
高
く
疲
れ
に
く

い
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
作
業
時
間
に
関
し
て
は
、
作

業
員
が
電
動
リ
モ
コ
ン
草
刈
機
の
操
作
に
慣
れ
て
い
な
い
面

を
考
慮
し
、
更
な
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
現
在
の
圃
場
整
備
の
設
計
基
準
は
、
最
も
斜
度
の

緩
い
畦
畔
法
面
で
一
：
一
・
五
（
三
三
・
七
度
）
と
な
っ
て
お

り
、
今
回
使
用
し
た
電
動
リ
モ
コ
ン
草
刈
機
の
作
業
限
界

三
五
度
に
近
い
。
棚
田
の
畦
畔
法
面
は
、
積
雪
や
湧
水
な
ど

も
影
響
し
、
勾
配
が
一
定
で
な
く
作
業
が
難
し
い
エ
リ
ア
が

存
在
し
た
。
ま
た
、
表
層
が
軟
弱
で
不
陸
が
多
い
法
面
も
作

業
が
困
難
で
あ
っ
た
。
地
域
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
次
世
代

型
草
刈
機
が
全
面
導
入
で
き
る
よ
う
な
法
面
を
緩
勾
配
化
し

た
圃
場
整
備
な
ど
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

棚
田
地
域
に
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

管
理
作
業
の
省
力
・
軽
労
化
、
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
に
よ
る
品

質
や
収
量
向
上
、
安
全
性
の
改
善
な
ど
に
一
定
の
成
果
が
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
た
。
一
方
、
水
利
施
設
や
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
に
加
え
、
棚
田
地
域
の
特
徴
に
適
応
し
た
通

信
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

特
に
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
畦
畔
の
勾
配
、
圃
場
の
形
状

や
規
模
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
に
適
し
た
圃
場

整
備
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

先
の
通
常
国
会
で
改
正
さ
れ
た
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
活
用
が
大
き
な
柱
と
し

て
盛
り
込
ま
れ
、
関
連
法
案
と
し
て
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

活
用
促
進
法
が
成
立
し
た
。
同
法
に
基
づ
く
基
本
方
針
に

は
、
二
〇
三
〇
年
度
ま
で
に
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
活
用
割

合
（
経
営
耕
地
面
積
ベ
ー
ス
）
を
五
〇
%
以
上
と
す
る
目
標

が
掲
げ
ら
れ
る
見
通
し
で
あ
り
、
中
山
間
地
域
で
如
何
に
普

及
を
図
れ
る
か
が
課
題
と
な
る
。
当
社
で
は
建
設
業
で
培
っ

た
ス
マ
ー
ト
生
産
技
術
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、
棚

田
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
営
農
環
境
整
備
に
関
す
る
研

究
を
深
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
棚
田
地
域
の
振
興
に

貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

電動リモコン草刈機による除草作業
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ら
れ
る
。
動
力
は
電
気
モ
ー
タ
ー
式
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容

易
で
あ
り
、
導
入
コ
ス
ト
も
低
い
。

従
来
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
中
写
真
撮
影
で
は
、
後
続
作

業
の
空
中
三
角
測
量
の
た
め
、
水
平
位
置
お
よ
び
標
高
の
基

準
と
な
る
複
数
の
対
空
標
識
を
設
置
し
、
そ
の
座
標
を
測
量

す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
機
材
や
技
能
、
作
業
時
間

を
要
す
る
。
そ
こ
で
、
作
業
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
設
置

後
三
〇
分
程
度
で
誤
差
一
〇
㎝
以
内
の
精
度
で
自
動
測
位
可

能
と
な
る
G
N
S
S
内
蔵
型
対
空
標
識
を
採
用
し
た
。

圃
場
形
状
な
ど
の
把
握
は
、
ラ
ッ
プ
さ
せ
て
撮
影
し
た
画

像
を
活
用
し
、
オ
ル
ソ
画
像
お
よ
び
三
次
元
モ
デ
ル
を
作
成

し
た
。そ
の
解
析
に
は
、ク
ラ
ウ
ド
型
の
ド
ロ
ー
ン
計
測
デ
ー

タ
解
析
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
価
な
解

析
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
購
入
や
、
高
性
能
P
C
の
利
用
が
不
要

と
な
っ
た
。

従
来
は
、
圃
場
に
水
張
り
を
行
い
、
水
面
と
の
位
置
関
係

を
目
視
で
確
認
し
、
均
平
性
（
高
低
差
）
を
把
握
す
る
た
め
、

風
な
ど
の
影
響
に
よ
り
一
〇
㎝
以
上
の
誤
差
が
発
生
す
る
場

合
も
あ
っ
た
が
、
本
手
法
で
は
一
〜
三
㎝
レ
ベ
ル
の
誤
差
で

高
低
差
を
確
認
で
き
た
。
さ
ら
に
、
圃
場
へ
の
水
張
り
が
困

難
な
渇
水
期
な
ど
に
も
均
平
精
度
の
把
握
が
可
能
で
あ
る
。

I
T
C
建
機
を
利
用
し
た
圃
場
の
均
平
化

棚
田
で
は
、
土
質
や
地
下
水
脈
の
差
異
に
よ
る
不
等
沈
下
、

不
整
形
圃
場
の
狭
隘
箇
所
に
お
け
る
作
業
機
の
旋
回
や
湧
水

に
起
因
す
る
特
定
箇
所
の
軟
弱
化
な
ど
の
理
由
か
ら
、
圃
場

面
の
均
平
精
度
を
保
つ
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
均
平
が
取
れ

て
い
な
い
圃
場
で
は
農
薬
や
肥
料
の
均
一
散
布
や
、
水
深
管

理
に
よ
る
雑
草
防
除
な
ど
が
困
難
と
な
る
た
め
、
均
平
精
度

は
、
収
量
や
品
質
を
確
保
す
る
上
で
大
き
な
課
題
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
レ
ー
ザ
レ
ベ
ラ
を
利
用
し
た
高
精
度
の
均

平
作
業
が
考
え
ら
れ
る
が
、
農
機
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
利
用

さ
れ
る
直
装
式
や
牽
引
式
の
レ
ー
ザ
レ
ベ
ラ
は
、
棚
田
地
域

で
主
に
使
用
さ
れ
る
小
型
農
機
へ
の
装
着
が
難
し
く
、
不
整

形
な
圃
場
に
お
け
る
使
用
に
適
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
農
機

と
比
較
し
て
作
業
効
率
や
耐
久
性
に
優
れ
る
建
機
：
I
C
T

ブ
ル
ド
ー
ザ
に
よ
る
均
平
化
の
技
術
実
証
を
実
施
し
た
。

使
用
し
た
ブ
ル
ド
ー
ザ
は
全
長
四
、七
四
五
㎜
、
排
土
板

二
、四
九
〇
㎜
、
機
械
質
量
五
、五
三
五
㎏
、
接
地
圧
二
九
・
八

kPa
（
〇
・
三
〇
kgf
／
㎠  ）
と
小
型
で
低
接
地
圧
で
あ
る
た
め
、

湿
潤
状
態
の
圃
場
な
ど
で
も
比
較
的
自
由
に
走
行
が
可
能
で

あ
る
。
こ
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
の
排
土
板
上
部
に
レ
ー
ザ
レ
ベ
ラ

受
光
器
を
取
り
付
け
、
圃
場
近
く
の
作
業
エ
リ
ア
が
見
通
せ

る
場
所
に
レ
ー
ザ
レ
ベ
ラ
を
設
置
し
た
。

均
平
作
業
は
、
ま
ず
現
地
に
て
圃
場
の
仕
上
が
り
基
準
高

を
設
定
し
、
レ
ー
ザ
レ
ベ
ラ
受
光
器
を
用
い
て
排
土
板
の
高

さ
を
調
整
し
た
。
そ
の
後
オ
ペ
レ
ー
タ
が
受
光
器
の
表
示
に

従
い
排
土
板
を
操
作
し
て
均
平
作
業
を
実
施
し
た
。
作
業
実

施
前
後
の
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
計
測
結
果
で
は
、
高
低
差
三
㎝

以
内
で
作
土
面
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
高
低
差

の
偏
り
を
目
視
で
判
断
す
る
の
で
な
く
受
光
器
の
表
示
で
把

握
で
き
る
た
め
、
円
滑
な
均
平
作
業
が
可
能
と
な
っ
た
。

加
え
て
、
建
機
は
畔
・
法
面
の
補
修
や
冬
場
の
除
雪
作
業

な
ど
幅
広
い
用
途
で
使
用
で
き
、
農
業
経
営
上
の
利
点
と
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
建
機
購
入
に
お
け
る
農
業
対
象

補
助
金
の
適
用
、
レ
ン
タ
ル
す
る
場
合
の
圃
場
へ
の
運
搬
コ

空中写真撮影に用いたドローン

ICTブルドーザ

ス
ト
、
建
機
の
オ
ペ
レ
ー
タ
不
足
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
地

域
の
建
設
事
業
者
と
の
連
携
や
技
術
研
修
な
ど
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

電
動
リ
モ
コ
ン
草
刈
機
を
用
い
た
除
草

急
傾
斜
地
に
立
地
す
る
棚
田
地
域
で
は
、
平
地
と
比
較
し

て
圃
場
全
体
に
占
め
る
畦
畔
法
面
の
面
積
割
合
が
大
き
い
。

畦
畔
法
面
の
除
草
作
業
に
は
一
般
的
に
エ
ン
ジ
ン
式
の
刈
払

機
が
用
い
ら
れ
、
夏
季
の
熱
中
症
や
斜
面
上
で
の
災
害
リ
ス

ク
を
伴
う
課
題
の
多
い
作
業
で
あ
る
。

十
日
町
市
の
棚
田
地
域
で
は
、
女
性
や
定
年
帰
農
者
な
ど

の
未
熟
練
者
を
含
む
少
な
い
人
員
で
除
草
作
業
を
行
う
必
要

が
あ
り
、
作
業
の
軽
労
化
や
安
全
性
向
上
は
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
取
り
扱
い
が
容
易
で
、
作
業
機
械
か
ら
離

れ
た
場
所
で
操
作
可
能
な
電
動
リ
モ
コ
ン
草
刈
機
の
導
入
に

つ
い
て
、
効
果
の
検
証
、
普
及
上
の
課
題
抽
出
を
行
っ
た
。

選
定
し
た
電
動
リ
モ
コ
ン
草
刈
機
は
本
体
と
草
刈
り
ア

タ
ッ
チ
に
分
か
れ
、
草
丈
に
応
じ
て
草
刈
り
ア
タ
ッ
チ
を
上

下
に
動
か
す
こ
と
で
き
る
。
フ
ル
充
電
時
の
連
続
作
業
時
間

は
約
一
二
〇
分
、
作
業
限
界
斜
度
は
三
五
度
で
あ
る
。
技
術

実
証
で
は
、
刈
払
機
と
の
比
較
を
行
う
た
め
、
電
動
リ
モ
コ

ン
草
刈
機
の
作
業
限
界
に
近
く
、
圃
場
間
の
段
差
が
三
m
以

上
あ
る
畦
畔
法
面
を
選
定
し
、
面
積
、
斜
度
、
植
生
な
ど
の

条
件
が
ほ
ぼ
等
し
く
な
る
実
験
区
を
設
定
し
た
。

そ
の
結
果
、
作
業
時
間
は
、
刈
払
機
で
は
一
三
分
、
電
動

リ
モ
コ
ン
草
刈
機
で
は
二
〇
分
を
要
し
、
今
回
の
条
件
下
で

は
刈
払
機
が
優
位
と
な
っ
た
。
作
業
者
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
で

は
、
危
険
な
法
面
中
央
部
の
作
業
時
も
、
電
動
リ
モ
コ
ン
草

刈
機
は
法
面
天
端
も
し
く
は
下
部
の
足
場
の
良
い
場
所
か
ら

操
作
で
き
、
刈
払
機
と
比
較
し
て
安
全
性
が
高
く
疲
れ
に
く

い
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
作
業
時
間
に
関
し
て
は
、
作

業
員
が
電
動
リ
モ
コ
ン
草
刈
機
の
操
作
に
慣
れ
て
い
な
い
面

を
考
慮
し
、
更
な
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
現
在
の
圃
場
整
備
の
設
計
基
準
は
、
最
も
斜
度
の

緩
い
畦
畔
法
面
で
一
：
一
・
五
（
三
三
・
七
度
）
と
な
っ
て
お

り
、
今
回
使
用
し
た
電
動
リ
モ
コ
ン
草
刈
機
の
作
業
限
界

三
五
度
に
近
い
。
棚
田
の
畦
畔
法
面
は
、
積
雪
や
湧
水
な
ど

も
影
響
し
、
勾
配
が
一
定
で
な
く
作
業
が
難
し
い
エ
リ
ア
が

存
在
し
た
。
ま
た
、
表
層
が
軟
弱
で
不
陸
が
多
い
法
面
も
作

業
が
困
難
で
あ
っ
た
。
地
域
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
次
世
代

型
草
刈
機
が
全
面
導
入
で
き
る
よ
う
な
法
面
を
緩
勾
配
化
し

た
圃
場
整
備
な
ど
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

棚
田
地
域
に
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

管
理
作
業
の
省
力
・
軽
労
化
、
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
に
よ
る
品

質
や
収
量
向
上
、
安
全
性
の
改
善
な
ど
に
一
定
の
成
果
が
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
た
。
一
方
、
水
利
施
設
や
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
に
加
え
、
棚
田
地
域
の
特
徴
に
適
応
し
た
通

信
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

特
に
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
畦
畔
の
勾
配
、
圃
場
の
形
状

や
規
模
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
に
適
し
た
圃
場

整
備
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

先
の
通
常
国
会
で
改
正
さ
れ
た
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
活
用
が
大
き
な
柱
と
し

て
盛
り
込
ま
れ
、
関
連
法
案
と
し
て
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

活
用
促
進
法
が
成
立
し
た
。
同
法
に
基
づ
く
基
本
方
針
に

は
、
二
〇
三
〇
年
度
ま
で
に
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
活
用
割

合
（
経
営
耕
地
面
積
ベ
ー
ス
）
を
五
〇
%
以
上
と
す
る
目
標

が
掲
げ
ら
れ
る
見
通
し
で
あ
り
、
中
山
間
地
域
で
如
何
に
普

及
を
図
れ
る
か
が
課
題
と
な
る
。
当
社
で
は
建
設
業
で
培
っ

た
ス
マ
ー
ト
生
産
技
術
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、
棚

田
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
営
農
環
境
整
備
に
関
す
る
研

究
を
深
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
棚
田
地
域
の
振
興
に

貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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ら
れ
る
。
動
力
は
電
気
モ
ー
タ
ー
式
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容

易
で
あ
り
、
導
入
コ
ス
ト
も
低
い
。

従
来
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
中
写
真
撮
影
で
は
、
後
続
作

業
の
空
中
三
角
測
量
の
た
め
、
水
平
位
置
お
よ
び
標
高
の
基

準
と
な
る
複
数
の
対
空
標
識
を
設
置
し
、
そ
の
座
標
を
測
量

す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
機
材
や
技
能
、
作
業
時
間

を
要
す
る
。
そ
こ
で
、
作
業
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
設
置

後
三
〇
分
程
度
で
誤
差
一
〇
㎝
以
内
の
精
度
で
自
動
測
位
可

能
と
な
る
G
N
S
S
内
蔵
型
対
空
標
識
を
採
用
し
た
。

圃
場
形
状
な
ど
の
把
握
は
、
ラ
ッ
プ
さ
せ
て
撮
影
し
た
画

像
を
活
用
し
、
オ
ル
ソ
画
像
お
よ
び
三
次
元
モ
デ
ル
を
作
成

し
た
。そ
の
解
析
に
は
、ク
ラ
ウ
ド
型
の
ド
ロ
ー
ン
計
測
デ
ー

タ
解
析
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
価
な
解

析
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
購
入
や
、
高
性
能
P
C
の
利
用
が
不
要

と
な
っ
た
。

従
来
は
、
圃
場
に
水
張
り
を
行
い
、
水
面
と
の
位
置
関
係

を
目
視
で
確
認
し
、
均
平
性
（
高
低
差
）
を
把
握
す
る
た
め
、

風
な
ど
の
影
響
に
よ
り
一
〇
㎝
以
上
の
誤
差
が
発
生
す
る
場

合
も
あ
っ
た
が
、
本
手
法
で
は
一
〜
三
㎝
レ
ベ
ル
の
誤
差
で

高
低
差
を
確
認
で
き
た
。
さ
ら
に
、
圃
場
へ
の
水
張
り
が
困

難
な
渇
水
期
な
ど
に
も
均
平
精
度
の
把
握
が
可
能
で
あ
る
。

I
T
C
建
機
を
利
用
し
た
圃
場
の
均
平
化

棚
田
で
は
、
土
質
や
地
下
水
脈
の
差
異
に
よ
る
不
等
沈
下
、

不
整
形
圃
場
の
狭
隘
箇
所
に
お
け
る
作
業
機
の
旋
回
や
湧
水

に
起
因
す
る
特
定
箇
所
の
軟
弱
化
な
ど
の
理
由
か
ら
、
圃
場

面
の
均
平
精
度
を
保
つ
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
均
平
が
取
れ

て
い
な
い
圃
場
で
は
農
薬
や
肥
料
の
均
一
散
布
や
、
水
深
管

理
に
よ
る
雑
草
防
除
な
ど
が
困
難
と
な
る
た
め
、
均
平
精
度

は
、
収
量
や
品
質
を
確
保
す
る
上
で
大
き
な
課
題
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
レ
ー
ザ
レ
ベ
ラ
を
利
用
し
た
高
精
度
の
均

平
作
業
が
考
え
ら
れ
る
が
、
農
機
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
利
用

さ
れ
る
直
装
式
や
牽
引
式
の
レ
ー
ザ
レ
ベ
ラ
は
、
棚
田
地
域

で
主
に
使
用
さ
れ
る
小
型
農
機
へ
の
装
着
が
難
し
く
、
不
整

形
な
圃
場
に
お
け
る
使
用
に
適
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
農
機

と
比
較
し
て
作
業
効
率
や
耐
久
性
に
優
れ
る
建
機
：
I
C
T

ブ
ル
ド
ー
ザ
に
よ
る
均
平
化
の
技
術
実
証
を
実
施
し
た
。

使
用
し
た
ブ
ル
ド
ー
ザ
は
全
長
四
、七
四
五
㎜
、
排
土
板

二
、四
九
〇
㎜
、
機
械
質
量
五
、五
三
五
㎏
、
接
地
圧
二
九
・
八

kPa
（
〇
・
三
〇
kgf
／
㎠  ）
と
小
型
で
低
接
地
圧
で
あ
る
た
め
、

湿
潤
状
態
の
圃
場
な
ど
で
も
比
較
的
自
由
に
走
行
が
可
能
で

あ
る
。
こ
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
の
排
土
板
上
部
に
レ
ー
ザ
レ
ベ
ラ

受
光
器
を
取
り
付
け
、
圃
場
近
く
の
作
業
エ
リ
ア
が
見
通
せ

る
場
所
に
レ
ー
ザ
レ
ベ
ラ
を
設
置
し
た
。

均
平
作
業
は
、
ま
ず
現
地
に
て
圃
場
の
仕
上
が
り
基
準
高

を
設
定
し
、
レ
ー
ザ
レ
ベ
ラ
受
光
器
を
用
い
て
排
土
板
の
高

さ
を
調
整
し
た
。
そ
の
後
オ
ペ
レ
ー
タ
が
受
光
器
の
表
示
に

従
い
排
土
板
を
操
作
し
て
均
平
作
業
を
実
施
し
た
。
作
業
実

施
前
後
の
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
計
測
結
果
で
は
、
高
低
差
三
㎝

以
内
で
作
土
面
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
高
低
差

の
偏
り
を
目
視
で
判
断
す
る
の
で
な
く
受
光
器
の
表
示
で
把

握
で
き
る
た
め
、
円
滑
な
均
平
作
業
が
可
能
と
な
っ
た
。

加
え
て
、
建
機
は
畔
・
法
面
の
補
修
や
冬
場
の
除
雪
作
業

な
ど
幅
広
い
用
途
で
使
用
で
き
、
農
業
経
営
上
の
利
点
と
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
建
機
購
入
に
お
け
る
農
業
対
象

補
助
金
の
適
用
、
レ
ン
タ
ル
す
る
場
合
の
圃
場
へ
の
運
搬
コ

空中写真撮影に用いたドローン

ICTブルドーザ

ス
ト
、
建
機
の
オ
ペ
レ
ー
タ
不
足
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
地

域
の
建
設
事
業
者
と
の
連
携
や
技
術
研
修
な
ど
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

電
動
リ
モ
コ
ン
草
刈
機
を
用
い
た
除
草

急
傾
斜
地
に
立
地
す
る
棚
田
地
域
で
は
、
平
地
と
比
較
し

て
圃
場
全
体
に
占
め
る
畦
畔
法
面
の
面
積
割
合
が
大
き
い
。

畦
畔
法
面
の
除
草
作
業
に
は
一
般
的
に
エ
ン
ジ
ン
式
の
刈
払

機
が
用
い
ら
れ
、
夏
季
の
熱
中
症
や
斜
面
上
で
の
災
害
リ
ス

ク
を
伴
う
課
題
の
多
い
作
業
で
あ
る
。

十
日
町
市
の
棚
田
地
域
で
は
、
女
性
や
定
年
帰
農
者
な
ど

の
未
熟
練
者
を
含
む
少
な
い
人
員
で
除
草
作
業
を
行
う
必
要

が
あ
り
、
作
業
の
軽
労
化
や
安
全
性
向
上
は
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
取
り
扱
い
が
容
易
で
、
作
業
機
械
か
ら
離

れ
た
場
所
で
操
作
可
能
な
電
動
リ
モ
コ
ン
草
刈
機
の
導
入
に

つ
い
て
、
効
果
の
検
証
、
普
及
上
の
課
題
抽
出
を
行
っ
た
。

選
定
し
た
電
動
リ
モ
コ
ン
草
刈
機
は
本
体
と
草
刈
り
ア

タ
ッ
チ
に
分
か
れ
、
草
丈
に
応
じ
て
草
刈
り
ア
タ
ッ
チ
を
上

下
に
動
か
す
こ
と
で
き
る
。
フ
ル
充
電
時
の
連
続
作
業
時
間

は
約
一
二
〇
分
、
作
業
限
界
斜
度
は
三
五
度
で
あ
る
。
技
術

実
証
で
は
、
刈
払
機
と
の
比
較
を
行
う
た
め
、
電
動
リ
モ
コ

ン
草
刈
機
の
作
業
限
界
に
近
く
、
圃
場
間
の
段
差
が
三
m
以

上
あ
る
畦
畔
法
面
を
選
定
し
、
面
積
、
斜
度
、
植
生
な
ど
の

条
件
が
ほ
ぼ
等
し
く
な
る
実
験
区
を
設
定
し
た
。

そ
の
結
果
、
作
業
時
間
は
、
刈
払
機
で
は
一
三
分
、
電
動

リ
モ
コ
ン
草
刈
機
で
は
二
〇
分
を
要
し
、
今
回
の
条
件
下
で

は
刈
払
機
が
優
位
と
な
っ
た
。
作
業
者
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
で

は
、
危
険
な
法
面
中
央
部
の
作
業
時
も
、
電
動
リ
モ
コ
ン
草

刈
機
は
法
面
天
端
も
し
く
は
下
部
の
足
場
の
良
い
場
所
か
ら

操
作
で
き
、
刈
払
機
と
比
較
し
て
安
全
性
が
高
く
疲
れ
に
く

い
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
作
業
時
間
に
関
し
て
は
、
作

業
員
が
電
動
リ
モ
コ
ン
草
刈
機
の
操
作
に
慣
れ
て
い
な
い
面

を
考
慮
し
、
更
な
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
現
在
の
圃
場
整
備
の
設
計
基
準
は
、
最
も
斜
度
の

緩
い
畦
畔
法
面
で
一
：
一
・
五
（
三
三
・
七
度
）
と
な
っ
て
お

り
、
今
回
使
用
し
た
電
動
リ
モ
コ
ン
草
刈
機
の
作
業
限
界

三
五
度
に
近
い
。
棚
田
の
畦
畔
法
面
は
、
積
雪
や
湧
水
な
ど

も
影
響
し
、
勾
配
が
一
定
で
な
く
作
業
が
難
し
い
エ
リ
ア
が

存
在
し
た
。
ま
た
、
表
層
が
軟
弱
で
不
陸
が
多
い
法
面
も
作

業
が
困
難
で
あ
っ
た
。
地
域
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
次
世
代

型
草
刈
機
が
全
面
導
入
で
き
る
よ
う
な
法
面
を
緩
勾
配
化
し

た
圃
場
整
備
な
ど
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

棚
田
地
域
に
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

管
理
作
業
の
省
力
・
軽
労
化
、
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
に
よ
る
品

質
や
収
量
向
上
、
安
全
性
の
改
善
な
ど
に
一
定
の
成
果
が
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
た
。
一
方
、
水
利
施
設
や
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
に
加
え
、
棚
田
地
域
の
特
徴
に
適
応
し
た
通

信
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

特
に
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
畦
畔
の
勾
配
、
圃
場
の
形
状

や
規
模
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
に
適
し
た
圃
場

整
備
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

先
の
通
常
国
会
で
改
正
さ
れ
た
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
活
用
が
大
き
な
柱
と
し

て
盛
り
込
ま
れ
、
関
連
法
案
と
し
て
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

活
用
促
進
法
が
成
立
し
た
。
同
法
に
基
づ
く
基
本
方
針
に

は
、
二
〇
三
〇
年
度
ま
で
に
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
活
用
割

合
（
経
営
耕
地
面
積
ベ
ー
ス
）
を
五
〇
%
以
上
と
す
る
目
標

が
掲
げ
ら
れ
る
見
通
し
で
あ
り
、
中
山
間
地
域
で
如
何
に
普

及
を
図
れ
る
か
が
課
題
と
な
る
。
当
社
で
は
建
設
業
で
培
っ

た
ス
マ
ー
ト
生
産
技
術
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、
棚

田
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
営
農
環
境
整
備
に
関
す
る
研

究
を
深
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
棚
田
地
域
の
振
興
に

貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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